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働くルールの確立で

人間性の回復を

攻
防
の
要
点
は

明
治
乳
業
「全
国
事
件
」へ
の
都
労

委
不
当
命
令
（昨
年
７
月
９
日
）に
対

し
、
「労
働
委
員
会
の
自
殺
行
為
！
」

と
の
批
判
と
抗
議
が
や
ま
な
い
。
い
ま
、

そ
の
特
異
な
判
断
手
法
を
徹
底
的

に
解
明
し
、
こ
の
種
「
差
別
事
件
」
の

蓄
積
さ
れ
た
判
断
手
法
で
あ
る
、

「大
量
観
察
方
式
に
よ
る
累
積
格
差

の
一
挙
是
正
」の
実
現
に
向
け
、
「審

査
の
枠
組
み
」を
め
ぐ
る
会
社
と
の
攻

防
が
中
労
委
調
査
の
中
で
続
い
て
い

ま
す
。

攻
防
の
要
点
は
、
第
一
に
、
正
確

な
格
差
判
断
に
必
要
な
資
料
を
会

社
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
。
第
二
は
、
都

労
委
の
異
常
な
判
断
内
容
を
解
明

し
、
事
件
の
全
体
像
を
明
確
に
す
る

た
め
の
証
人
採
用
を
実
現
す
る
こ
と

等
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
第
６
回
調
査

（

10月

28日
）の
中
で
、
山
本
公
益
委

員
か
ら
積
極
的
な
審
査
指
揮
が
あ

り
ま
し
た
。

会
社
に
「
資
料
開
示

を
求
め
る
」
と
の
積

極
的
な
指
揮

会
社
は
書
面
で
、
「
再
審
査
申
立

人
ら
が
請
求
し
て
い
る
資
料
を
提
出

す
る
必
要
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
提
出

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」と
主
張

す
る
な
ど
、
都
労
委
段
階
か
ら
開
示

拒
否
を
貫
い
て
い
ま
す
。
申
立
人
ら

は
会
社
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
を
し
、

少
な
く
て
も
「市
川
工
場
事
件
で
高

裁
の
救
釈
明
に
よ
っ
て
作
成
し
た
、

昭
和

55年
度
～
平
成
２
年
度
の
資

料
提
出
は
可
能
の
は
ず
」
と
書
面
で

も
追
求
す
る
な
ど
、
「
審
査
の
枠
組

み
」
に
関
る
重
要
な
攻
防
と
位
置
づ

け
て
き
ま
し
た
。

山
本
公
益
委
員
は
、
こ
れ
ら
双
方

の
主
張
を
踏
ま
え
、
「
昭
和

61年
度

～
平
成
２
年
度
ま
で
の
全
て
の
資
料

提
出
を
」
と
強
く
会
社
に
求
め
た
の

で
す
。
今
後
、
会
社
が
審
査
指
揮
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
厳
し
く

問
わ
れ
ま
す
。
申
立
人
ら
は
、
会
社

が
拒
否
し
た
場
合
は
、
「
申
立
人
ら

立
証
の
格
差
（
年
収
平
均
１
０
０
万

円
）で
認
定
」、
ま
た
は
、
「中
労
委
の

裁
量
で
格
差
を
確
定
し
て
認
定
」
す

る
な
ど
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
判
断
手

法
に
よ
る
審
査
・
判
断
を
求
め
て
い

ま
す
。時
間
短
縮
を
前
提
に

「
証
人

11名
全
員
採

用
」
の
指
揮

申
立
人
ら
は
、
異
常
な
都
労
委
命

令
の
判
断
手
法
を
覆
す
立
場
か
ら
、

証
人
立
証
を
確
実
に
行
う
こ
と
を
確

認
し
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
証
人
も
含
め

11

名
（５
６
０
分
）を
申
請
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
会
社
は
、
「都
労
委
で
の
立

証
と
同
じ
」
「
審
査
対
象
期
間
以
外

は
不
要
」
等
と
し
て
、
「
証
人
調
べ
は

不
要
」
と
の
反
論
書
面
を
提
出
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
山
本
審
査
委
員
は

「

11名
全
員
を
採
用
す
る
」と
し
な
が

ら
、
「
３
６
０
分
に
短
縮
し
た
い
」
と
し

た
の
で
す
。
申
立
人
ら
は
、
「都
労
委

命
令
を
覆
す
た
め
の
証
人
は
避
け
ら

れ
な
い
」と
の
立
場
を
訴
え
、
若
干
の

時
間
調
整
を
含
み
と
し
て
確
認
し
た

上
で
審
査
指
揮
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

今
後
、

12月
予
定
の
２
回
の
調
査
期

日
を
通
し
て
審
査
計
画
を
確
定
し
、

来
春
早
々
か
ら
の
証
人
調
べ
に
向
け

全
力
で
闘
う
決
意
で
す
。

中労委第６回審問調査期日報告集会において、図表
を示し累積格差の実態を説明する菊池紘代理人
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新
宿
区
労
連
常
任
幹
事

明
治
乳
業
争
議
支
援

共
闘
会
議
幹
事

福
島

圭
さ
ん

明
乳
争
議
と
い
え
ば
、
忘
れ
ら

れ
な
い
の
が
２
０
１
２
年
「
６
・

１
９
明
治
Ｈ
Ｄ
包
囲
」
銀
座
デ
モ
。

こ
の
時
期
の
台
風
列
島
縦
断
は
８

年
ぶ
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
外

堀
通
り
に
入
る
頃
に
は
す
で
に
傘

も
合
羽
も
役
に
立
た
な
い
く
ら
い
の
土
砂
降

り
。
あ
ん
な
に
人
影
も
な
く
、
車
も
走
っ
て

い
な
い
数
寄
屋
橋
交
差
点
は
初
め
て
！
途
中

か
ら
は
、
同
僚
２
人
と
あ
ま
り
の
ず
ぶ
濡
れ

状
態
に
笑
い
な
が
ら
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

＆
デ
モ
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
ど
ん
な
に
大
雨
が
降
ろ
う
と
、
雷

が
鳴
ろ
う
と
こ
の
会
社
の
あ
き
れ
か
え
る
人

権
感
覚
の
な
さ
、
犯
罪
性
は
徹
底
的
に
訴
え

て
い
か
な
く
て
は
！

好
き
放
題
さ
せ
て
は

お
け
ま
せ
ん
。

事
あ
る
ご
と
に
友
人
に
も
明
乳
の
労
働
者

い
じ
め
の
歴
史
・
食
品
メ
ー
カ
ー
失
格
の
体

質
を
伝
え
て
“
不
買
の
友
”
を
増
や
し
て
い

ま
す
。
私
の
好
き
な
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
日
本
製

造
元
が
(
株
)
明
治
だ
と

わ
か
り
、
買
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
ち
ょ
っ

と
残
念
で
す
が
…
…
。

明明明明乳乳乳乳争争争争議議議議とととと私私私私

日頃から物心共々ご支援いただき感謝申し上げ

ます。

(有)ユニオンセンターのご協力のもとで、全国

展開しています明治乳業争議団へのご支援物品販

売を取り組んでいただくことになりました。

合わせて、これまでの東京争議団共同での取組も

おこないます。

14年夏季物販を通して、皆様に呼びかけさせて

いただきました、震災復興への支援として、

７,５７０円を今回は被災地へお届けします。

14年冬季に於いても、還元金から５％を義援金

として取り組んでいます。引き続きこの方にもご

支援ご協力をお願いします。

どどどどううううぞぞぞぞよよよよろろろろししししくくくくおおおお願願願願いいいいししししまままますすすす。。。。

１４ 冬 季季季季 物物物物 品品品品 販販販販 売売売売 へへへへ
ごごごご 協協協協 力力力力 のののの おおおお 願願願願 いいいい

中労委宛 団体署名に
ご協力をお願いします

私たちは、全国９事業所３２名に対する都労委の不当命令に断固とした抗

議と同時に、都労委命令の全面的な精査と救済命令を求め、中労委で全力で

闘っています。

「明治乳業の不当労働行為・『差別』のやり得は絶対に許さない」の決意

と、救済命令をめざし、中労委宛の団体署名を全国展開で取り組んでいます。

つきましては、貴団体・労組の支部・分会までのご協力をお願いします。

14 年末募金の訴え

全国９事業所３２名に対し、昨年７月、

都労委から不当な「却下・棄却」の命

令が出されました。

現在、中央労働委員会に再審査申立て

調査が進められています。

第６回調査において、市川事件・東京

高裁が求め提出されている賃金関係の

資料、平成２年までの全てを提出する

ことを求めた審査指揮があり、合わせ

て、１１人の証人申請を採用すること

も確定しました。

いよいよ、年明けから集中的な証人調

べが展開されていきます。

それに伴い、上京する頻度が多く交通

費の負担も増します。

勝利解決に役立つ中労委闘争を成功さ

せるために、必要不可欠の財政確保が

求められています。

つきましては、皆様方のご支援を心か

らお願いさせていただきます。
「明治乳業食の安全と職場を考える実行委員会」

郵便 ００１７０－７－５５５８６７



（２）

明
乳
事
件
へ
の
命
令
作
業
を
担
っ

た
の
は
、
結
審
後
に
担
当
公
益
委
員

と
な
っ
た
荒
木
尚
志
東
大
教

授
（
前
都
労
委
会
長
）
で
す
。

そ
し
て
、
荒
木
公
益
委
員
は

明
乳
事
件
に
不
当
命
令
を
交

付
し
た
直
後
の
８
月
に
、
突

然
に
任
期
途
中
で
米
国
に
留
学
し
た

の
で
す
。

実
は
、
旧
明
治
乳
業
か
ら
東
大
へ

の
４
７
５
百
万
円
の
寄
付
講
座
の
事

実
や
、
荒
木
教
授
と
元
明
乳
社
長
の

中
山
氏
が
高
校
同
窓
生
で
旧
知
の
仲

で
あ
る
事
実
な
ど
が
、
そ
の
後
に
発

覚
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま

え
、
争
議
団
は
荒
木
教
授
が
籍
を
置

く
東
大
法
学
部
（
荒
木
教
授
宛
の
公

開
質
問
状
）
と
、
東
大
濱
田
総
長
宛

の
「
要
請
及
び
質
問
書
」
を
担
当
者

に
手
渡
し
、
そ
の
回
答
を
求
め
三
回

の
東
大
行
動
（
宣
伝
・
要
請
）
を
継

続
中
で
す
。
９
月

29日
に
３
回
目
の

抗
議
要
請
行
動
を
行
い
、
改
め
て
、

荒
木
教
授
及
び
濱
田
総
長
の
誠
実
な

対
応
と
回
答
を
厳
し
く
求
め
ま
し
た

が
、
総
長
か
ら
は
書
面
の
全
て
が
返

送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
不
誠
実

な
対
応
に
対
し
、
直
ち
に
抗
議
文
を

発
送
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
誠
実

な
対
応
を
求
め
抗
議
・
要
請
行
動
を

継
続
す
る
予
定
で
す
。

荒木東大教授は

「公開質問状」に回答せよ！

「二木会」で講演する荒木教授 右下は元明乳社長の中山氏

疑
惑

を
引

き
ず
っ

た
ま

ま

だ
ん

ま
り

を
決

め
込

む
の
で

し
ょ

う
か

２０１４年「司法総行動」に積極的に参加

10月８日、今

年の司法総行動

が取り組まれ、

最高裁、高裁、

地裁、法務省、

警察庁、厚労省、

中労委、都労委

への要請行動が

実施されました。

今年は、労働

法制「規制緩和」

など安倍政権の

暴走にストップ

をかけ、憲法と

国際法規に照らして人権が擁護される司法判断などを強く求めました。明乳

争議団は、「司法に耐えられる命令」などを背景に、不当・異常な命令が目

立っている都労委と、中労委への要請行動に参加しました。中労委要請（７

日実施）では、都労委命令の異常な判断手法を厳しく指摘をし、「大量観察

方式での累積格差の認定・判断」という、確立されている手法に基づく審査

が確実に行われることを強く要請しました。

中労委会館前共同宣伝

（３）

元気いっぱい

集中して頑張っています。

３点定例明治ＨＤ宣伝

JR柏駅宣伝8月30日

（株株株株））））明明明明治治治治 坂坂坂坂戸戸戸戸工工工工場場場場宣宣宣宣伝伝伝伝９９９９月月月月１１１１８８８８日日日日

３点定例みずほ銀行本店宣伝

都労委元会長・荒木尚志法学部教授、濱田純一総長へ、

都労委命令に対する質問状に答えよ。

寄付講座とする４億７５００万円の使途の説明を求め

る要請・宣伝行動

毎月第２火曜日、明治ＨＤは、(株)明治が抱

える労働争議を解決せよ、３つの異常体質、

「それでもあなたは買いますか」と宣伝行動。

主要駅ターミナルで、地元足立区労連

の皆さまのご協力・ご支援をいただき

宣伝。反響が大きく1000枚チラシ配布。

9・24東京地評総行動 明治ＨＤ前行動

JR北千住駅宣伝7月19日

東大宣伝・要請７月30日

明
治
の
筆
頭
株
主
と
し
て
、
長
期

に
亘
る
争
議
解
決
に
尽
力
を
。

み
ず
ほ
自
身
の
自
浄
努
力
を
発
揮

さ
れ
、
明
治
Ｈ
Ｄ
新
社
長
・
松
尾

正
彦
氏
に
解
決
へ
の
働
き
か
け
を

と
訴
え
る

労
働
組
合
・
労
働
者
へ
の
人
権
侵
害
、
生

活
圏
は
く
奪
な
ど
の
回
復
を
求
め
る
東
京

地
評
争
議
支
援
総
行
動
が
展
開
。
明
治
Ｈ

Ｄ
・
株
式
会
社
明
治
の
不
当
労
働
行
為
、

差
別
を
是
正
し
直
ち
に
争
議
を
解
決
せ
よ

と
明
治
Ｈ
Ｄ
社
前
抗
議
行
動
。

明治乳業争議支援共闘会議として、主要駅ターミナル

で差別の実態、製品不祥事・不正、絶えない労働争議、

７名もの労働者が職場で死亡災害の犠牲の歴史。「そ

れでもあなたは買いますか」と、明治の経営姿勢を告

発宣伝を広めています。

(株)明治で働く労働者の約４４・７％が非正規とする数

字が事業報告書で明らかになっています。争議団と食品

一般ユニオンは、事業所前宣伝で、「ささいな問題でも

労働相談を受け付けています」と、地元労連と共同で呼

びかけています。


